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産業建設分科会に分担された議案について審査した結果、主に下産業建設分科会に分担された議案について審査した結果、主に下
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決算審査特別委員会に付託を受けた議案について審査した結決算審査特別委員会に付託を受けた議案について審査した結
果、主に下記内容が議論されました。果、主に下記内容が議論されました。
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【議案第１３号】
令和元年度七尾市一般会計補正予算
◆林業振興費について

問他産業との連携による簡易な基盤・機械改良普及に係る経費と
は、どのようなものなのか。
答「背負い式」の植樹用穴堀り機を、石川県林業試験場と能美市のメ
ーカーが共同で開発したものであり、従来の「手持ち型」よりも効率
的となっている。

問対象者は、原木を扱っている事業者なのか。
答対象者は、中島町の「宮本林業」であり、苗木を植え、木の葉を販売
する事業を行っている。
　 　

【議案第１３号】
令和元年度七尾市一般会計補正予算
◆観光振興費について

問ななお・なかのとＤＭＯ運営費について、職員の身分はどのように
なるのか。

答１～３月は臨時職員である。最終的には、和倉温泉観光協会や和倉
温泉旅館協同組合との調整も必要であるが、ななお・なかのとＤＭ
Ｏの職員として考えている。

問和倉温泉お祭り会館のオープンに向けた、パンフレットやポスター
等は出来ているのか。

答12月10日までに改修工事、その後、物品等を展示し、写真撮影は3
月頃になる。4月のオープンまでにはパンフレット等を作成したいと
考えており、現在は、イメージ図を活用しながらＰＲを行っている。

問旅行会社に対するＰＲの状況はどうなっているのか。
答機会があるごとにお願いをしている。

【議案第32号】
平成30年度七尾市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について
◆「サンライフプラザ」の名称について

問施設は、「文化ホール」と、移転した「矢田郷地区コミュニティーセン
ター」となったが、市民にはわかりにくい。「サンライフプラザ」の名
称を使用する考えはないのか。
答通称として「サンライフプラザ」を使用するよう心がけていきたい。

主な審議内容

主な審議内容

問駐車場から和倉温泉お祭り会館への、横断に対する安全対策はどの
ようになっているのか。
答近くに信号機と横断歩道があるため、設置が可能な場所で新たに横
断歩道を設ける予定である。しっかりと安全対策を行っていきたい
る。
　 　

【議案第２４号】

七尾市和倉温泉お祭り会館条例について

問お祭り会館に、豊年太鼓や獅子舞を展示する予定はないのか。
答展示ホールは、本市の4大祭りとしている。他の祭りは、エントランス
で紹介したいと考えている。

問お祭り会館の入館料の設定根拠はあるのか。また、入館者数の見込
みはどれくらいと考えているのか。
答他市のお祭り会館を参考に検討を行った。条例では、1,000円と
し、最終的には指定管理者と協議のうえ決定したい。
　　入館者数の見込みは、10万人と考えており、思惑は15万人であ
る。
問お祭り会館の入館料の不還付や減免について、詳細な事由や減免
額等の明文化が必要ではないのか。

答詳細については、施行規則で定めることとしている。
問身体障がい者の入館料も同じなのか。
答施行規則で定めることとしている

【議案第32号】
平成30年度七尾市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定について
◆結婚新生活支援事業について

問具体的にどのような支援事業なのか。
答結婚し、賃貸住宅などに暮らす場合、家賃、引越し費用等の経費を対
象に、上限30万円で補助する制度である。他の公的補助制度と重複
した利用はできないが、引き続きＰＲに努めたい。
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